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「地方創生に関する連携協定書」締結について 

 

 当行、トマト銀行（岡山市北区番町二丁目３番４号 社長 髙木 晶悟）、日本政策金融公庫 

岡山支店（岡山市北区柳町一丁目１番２７号 太陽生命岡山柳町ビル 支店長 龍門 壮太）の

３金融機関は、地域の一層の発展に向けた地方創生に関する連携および協力の強化を目指し、「地

方創生に関する連携協定書～おかやま共創パートナーシップ～」を締結しました。 

同一都道府県に本店を置く地方銀行の連携、さらに、公的金融機関が加わる連携は、全国的に

も珍しいスキームとなります。   

 

【概要】 

協定名 地方創生に関する連携協定書 ～おかやま共創パートナーシップ～ 

目的 各金融機関が保有する相互の知見を有効に活用し、連携して岡山県内を中心と

した各営業エリアの経済の発展を図る 

連携事項 

・創業支援や事業承継など地方創生に関すること 
・セミナーや商談会の開催など地域産業の振興に関すること 
・産学官金連携に関すること 
・地方創生に関する人材育成に関すること 
・その他、３金融機関が協議し合意した事項に関すること 
※具体的な連携内容については、連携事務局を各金融機関内に設置し、 
検討していく 

有効期間 令和３年３月３１日（水） 
※以降１年毎に延長する 

 

以  上 



地方創生に関する連携協定書の締結について 
～おかやま共創パートナーシップ～ 

2019年10月31日 

中国銀行・トマト銀行・日本政策金融公庫 



• 中国銀行、トマト銀行、日本政策金融公庫は、地域の発展に向けた連携・協力を強化するため、「地
方創生に関する連携協定書（おかやま共創パートナーシップ）」を締結しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

⇒ 各行庫の知見・ノウハウを共有し、地域のお客さまに対する課題解決力を高め、お客さまの成長を 
お手伝いすることで、地域経済のさらなる発展に貢献します。 

締結の目的 ～地域の発展のために～ 
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主な連携施策 

• 地域のさらなる発展のため、今後さまざまな連携施策を予定しています。 
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地域のさらなる発展 

2019年7月 
トマト銀行行員 
→中国銀行出向 2019年10月 

「おかやま共創パートナーシップ」締結 

セミナー・商談会 
共同開催 創業・ベンチャー 

連携 

人材交流 事業承継・M&A 
連携 

協調融資・ 
シンジケートローン 



連携施策の内容と地域・お客さまに対するメリット 
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連携施策 内容 地域・お客さまに対するメリット 

各種セミナー、 
勉強会の連携 

•後継者セミナー、事業承継セミナー、職員
向け勉強会の共同開催 

•セミナーの共同開催により、参加者の利便性を向上します。 

•後継者間のコミュニティ形成の一助となり、地域事業者間の連携を強
化します。 

各種商談会の連携 

•各行庫の商談会(アグリフードフェア 等)へ
のお客さまの紹介 

•合同商談会の企画、開催の検討 

•各商談会の規模拡大により、参加バイヤー数、商談件数の増加を促
し、県外からの商流を呼び込みます。 

•県外で「岡山」を冠する合同商談会を開催することで、県外への商流を
拡大する機会を創出します。 

人材交流 

• トレーニーの相互受入れ、人材交流会 等 •職員の能力・意欲向上により、お客さまへ高いレベルのソリューションを
提供します。 

•各行庫間での意思伝達の迅速化、組織の垣根を越えた協調対応に
より、地域経済の活性化に資する新たな取組みを創造します。 

創業・ベンチャー連携 

•岡山イノベーションプロジェクトや岡山リサー
チパークインキュベーションセンター(ORIC)、
地公体などの企画を共同受託、運営 

• ベンチャーファンド出資企業の紹介 

•創業案件に対する協調融資 

•岡山の創業、起業を各行庫が協同して支援することで、地域の創業
機運を醸成します。 

•創業、起業を活発化し、地域経済の活性化、発展を促します。 

•新規出店のご支援や、地域振興活動のご支援等、地域のまちづくりを
お手伝いします。 

事業承継・M&A連携 
• お客さまの事業承継を円滑に行えるよう、
相互に連携する 

•地域の事業者ならびにリソースの域外流出を抑制し、地域の経済基盤
を維持します。 

•経営者のハッピーリタイアを補助し、個人資産の形成をお手伝いします。 

ファイナンス面での連携 

•協調融資の推進 

• シンジケートローンにおけるアレンジャー、ま
たはエージェント機能の提供 

•資金調達手段の拡充により、お客さまの事業成長をお手伝いします。 

•各行庫間での情報共有により、お客さまの事務手続きを簡略化します。 


